客観的臨床能力試験と質問票調査を用いた、臨床実習カリキュラム革新に伴う教育効果の解析 by 久保田 翼
客観的臨床能力試験と質問票調査を用いた、臨床実
習カリキュラム革新に伴う教育効果の解析
著者名 久保田 翼
発行年 2017-03-23
URL http://hdl.handle.net/10470/00032151
主論文の要約 
客観的臨床能力試験と質問票調査を用いた、臨床実習カリキュラム革新に
伴う教育効果の解析 
東京女子医科大学大学院  
社会医学系専攻医学教育学分野  
（指導：大久保由美子教授）   
久保田 翼 
【目的】 
本学では 2015 年度から臨床実習週数拡大と教育・評価の標準化により教
育内容の充実を目指す新カリキュラム（MD プログラム 2011）による診療参
加型臨床実習を開始した。今回、この教育効果を測定するため、旧カリキ
ュラム 2 学年と新カリキュラム 1 学年の学生に対し、臨床実習後に客観的
臨床能力試験(Post Clinical Clerkship Objective Structured Clinical 
Examination; PCC OSCE)と質問票調査を行った。  
【対象および方法】  
本学附属病院を含む関連施設で 5 年次に臨床実習を開始し、臨床実習終
了時に PCC OSCE を受けた学生 321 名に対し、質問票調査を行った（旧カリ
キュラム：ステューデント・ドクター制度導入前の学生 104 名(A 群)と同制
度導入後の学生 111 名(B 群)、新カリキュラム： 106 名（C 群））。PCC OSCE
は 2 課題の全学生共通課題について概略評価を解析した。質問票調査では
実習内容に対する 5 段階の評価と学習意欲や実習への参加についての 5 段
階の自己評価を求めた。概略評価の各群間の差の有無の統計処理は JMP11®
を用い、Wilcoxon 検定を行った。実習内容の評価では各群の平均値を求め、
また群間の差異を調べるために一致率を計算し、一致率が低い項目に関し
て SAS(ver.9.4)を用いて重回帰モデルを仮定し共分散構造分析を行った。
自己評価については JMP11®を用いて相関分析を行った。 
【結果】 
PCC OSCE 成績の概略評価では、2 課題とも技能の評価が A 群と比較し C
群で高かった。質問票調査の実習内容についての分析では担当症例数や指
導医が実習の充実感に及ぼす影響が大きかった。また診療録記載に関する
一致率が低く、診療録記載と病歴聴取、身体診察、プレゼンテーションと
の関係について共分散構造分析を行ったところ、 C 群では A 群と比較し診
療録記載がその他の項目とより強い関係性もつことが示唆された。自己評
価について、全群で臨床判断能力向上感と臨床技能向上感、学習意欲と学
習の主体性、診療行為への親しみ感、学習の主体性と初期臨床研修への期
待、初期臨床研修への期待と臨床判断能力向上感、臨床技能向上感、初期
臨床研修に対する自信に有意な相関を認めた。  
【考察】 
PCC OSCE は年度による難易度の差があり、新カリキュラムの効果を証明
することはできなかったが、技能は C 群で評価が高く、カリキュラム革新
による効果と考えられた。新カリキュラムでは診療録記載が実習の充実感
へ与える影響が大きかった。学習行動に積極的な学生で臨床実践力向上感
や初期臨床研修へ期待感が高かった。  
【結論】 
教員間の教育に関する連携を深め、実習内容、評価を標準化させた診療
参加型臨床実習を充実させることで、学習意欲、臨床判断および臨床技能
を涵養する学修が行える。  
